
＜フォールディングテーブル ＦＴ８９シリーズ ＞

組み立て作業は必ず 2人以上で行って下さい。本体の組立方法 ！

①押す

②起こす

【 手順1　脚支柱をおこす。 】
　①ハンドルを図1のように押して②支柱金具をおこします。

はじめに天板の表面を下側にして置いてください。
このとき、天板の表面を傷つけないように梱包材などを敷いてください。

【 手順3　ネジの本締めをします。】
　4個のキャスターが全て接地していることを確認し、
　天板が水平になっていることを確認してから
　本締めをしてください。（図3）

【手順4　可動確認を行ないます。】
　ハンドルを押して天板を2～3回開閉します。
　確実に固定されていることを確認してください。

【 手順2　左右の脚を仮止めする。】
　図2のように、ボルト・スプリングワッシャーで左右を間違えないように

  脚を仮締めします。天板側の穴には、支柱エンドキャップをはめて

  ネジ・スプリングワッシャーで仮締めしてください。

 （図はFT89Zタイプ、FT89Dタイプの場合も同様の手順で組立してください）

            

手順 2の状態では絶対にハンドル
を押さないでください。
脚のロックが解除され、破損やケガ
の原因になることがあります。
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■パーツリスト
FT89Dタイプ 本体ケース FT89Zタイプ 本体ケース

④六角穴付ボタンボルト×4

⑤スプリングワッシャー ×4

⑥六角レンチ（5mm）×1

③支柱エンドキャップ  ×2

④六角穴付ボタンボルト×4

⑤スプリングワッシャー ×4

⑥六角レンチ（5mm）×1

③支柱エンドキャップ  ×2

②本体 ×1　  ①脚×左右各1 ②本体 ×1　  ①脚×左右各1

※組み立て前に、付属パーツが揃っていることを確認してください。
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天板前下がり 天板前上がり

天板水平

注意
この状態で本締めすると天板が水平にならないことがあります。

必ず手順 3で本締めしてください。
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■幕板の取付方法
図のように、幕板の穴に取付丸棒/取付金具の
先端を差し込み、本体側のネジ穴にボルトで固定します。

取付丸棒
　　 ×2

キャップボルト
　　　　 ×2

幕板 ×1 スプリング
ワッシャー×4

取付金具
×左右各1

六角レンチ（5ｍｍ）
　　 　　×1

段付きボルト
　　  　×2

拡大図
 取付丸棒

取付金具 着座側

幕板

　    　幕板取扱い注意事項
●直射日光や熱 ・ 冷暖房の強風などが直接当たる場所への
　設置は、 紫外線による変色、 製品の反り、 ひび割れの原因
　となりますのでお避けください。
●木部は、 燃えやすいのでストーブなどの火気に近づけたり
　高温になる場所でのご使用はお避けください。

●破損したもの、 ガタツキのあるもの、 変形したものは使わ
　ないでください。 こわれてけがをすることがあります。
●ボルトやネジがゆるんだまま使わないでください。 こわれて
　けがをすることがあります。
◇ゆるんでいる部分を締め直してご使用ください。
●修理及び改造をしないでください。 製品の強度を弱め、 破損
　やケガをすることがあります。
●不安定な状態で積み重ねないでください。 倒れてきてけがを
　することがあります。

！ ●廃棄をする際は、 専門業者におまかせください。 焼却すると
　有毒ガスを発生することがあります。
●万一異常が発生した場合には、 使用を中止し、 下記お客様
　窓口へ連絡してください。
□ お手入れの仕方
●化粧板 (ﾒﾗﾐﾝ)
木部のお手入れ乾いた柔らかい布でから拭きしてください。
汚れのひどいときには、 うすめた中性洗剤で拭き取り、 洗剤
が残らないように水拭きした後乾いた柔らかい布でから拭き
してください。 家具用クリーナーをご使用の際は、 その使用
説明書をお読みのうえご使用ください。 シンナー、 アルコール
ワックス類は表面の仕上げを傷めますので使用しないでください。
●金属部のお手入れ
乾いた柔らかい布でから拭きしてください。 汚れのひどい時
には、 うすめた中性洗剤で拭き取り、 洗剤が残らないように
水拭きした後、 乾いた柔らかい布でから拭きしてください。
シンナー、 アルコール類を使用すると、 変色の原因になります。

※組み立て前に付属パーツが揃っていることを確認してください。■オプション幕板 パーツリスト

＜フォールディングテーブル ＦＴ８９シリーズ 幕板＞

プッシュナット

プッシュナット
　　  　×2

■品質保証期間について

幕板取付け丸棒プッシュナット

段付ボルト

脚へ取付

※プッシュナットは下図のように方向に注意して取付して下さい。




